



- 3年 ｢いろいろな丘をはかりとろう｣の実践を通 して -

















































































































(2) 本時の展開 (本時は第 1時)
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-釦 掛 占師 娼
容器を見るだけで活動が進まない子どもには,
rまず, 7dAと3d色のうちどちらの容器に水を
入れる?｣と助言 した｡子どもは,友だちと相
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指導の工夫③
どの班も最低 1通りでは5d且をはかりとるこ
とができたところで,5d且のはかりとり方を1
且の水と,1且,7dA,3dAの容器を使って操
作で説明させるようにした｡
A児の方法,73児の方法をどちらも取り上げ
ると,他の方法でもやってみたいという班が出
てきたので,さらに活動の時間を確保 した｡
1,2,8,9dAも5dAをはかり取っていく
中でつくれていたことを振 り返 り,想定した全
てのかさをはかりとることができることを確か
めた｡
本時,7d且と3d且の容器を使っていろいろな
且をはかりとることができた子どもは,第 2時
でも,3d且と5d且の容器を使っていろいろな丑
をはかりとることにも意欲的に取り組み,焦点
化 した4d且をはかりとることができた｡
6 考察
本授業実践では,指導の工夫として,①容易
に解決できるところから発展的に考えめあてを
焦点化する,②実際に容器に水を出し入れして
考える算数的活動にする,③具体物を使った操
作で説明させるの3点を行った｡
容易に解決できるところから発展的に考えて
いったので,子どもは,難 しさを感 じることな
く自然に-思考操作では解決しにくい,1,2,
8,9dA.そして5dEのつくり方を課題として
焦点化することができたと考える｡
また.容器を使って実際に水を出し入れ して
考えていったので,解決の途中で 1d色や 2d旦(8
d且や 9d且)がはかりとれることに気づさながら,
5d且をはかりとることができた｡
さらに,説明は図にかかせたり,図を使って
説明したりするのではなく,具体物を使った操
作で説明させたので,どのように操作したのか
が分かりやすかったと考える｡それが,他の班
の ｢他の方法でもやってみたい｡｣という反応に
表れたのではないか｡
授業実践を通して,子どもは,実際に容音別こ
水を出し入れ して考える算数的活動を通 して,
試行錯娯的にいろいろな丑をはかりとることが
できた｡作業的 ･体験的な活動だったので.千
ども同士でどうやったらよいのか相談しながら
解決-の見通しをもてたのではないかと考える｡
静数的活動は有効であったのではないか｡
算数の授巣では見通しをもとに筋道を立てて
考えることが大切にされている｡しかしながら,
子どもが出会 う課題は,見通し通 り解決できる
ものばかりはない｡本実践を通して,試行錯誤
的に考えて課題を解決 していくことも子どもた
ちにとっては大切な経験になるのではないかと
実感 したO
今後も,見通しをもとに筋道を立てて考える
授菜だけでなく,試行錯誤的に考えていく授業
も子どもと共につくっていきたいと考える｡
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